　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年10月25日（土）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：藤原　香織
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	鳥谷部
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	熊谷
	田浦

	研
	深
	準
	○
	休
	休
	休
	休
	○
	○

	木村
(直)
	荒谷
	一戸
	橘
	大久保
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田
	荒木田

	休
	深
	準
	○
	南
	年
	　休
	欠
	深
	休

	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	
	

	準
	　年
	遅B
	　休
	休
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
・特記なし

＜患者様連絡事項＞
・坂本　愛子様～便秘時ピコスルファート内用液よりセンノシドへ変更となる。

・下浅　光敬様～昨日、母様へ連絡10月30日　11:00にて退院準備していくとの事で同意あり。

・庭野 良広様～持参薬メチコバール残なし。臨時薬メコバラミン3T3×5日分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。脱衣、迷惑行為あり自制困難で、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光の鋭さあるも易怒性や不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。気分高揚さ、不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～10:50「落ち着かない」ト訴えあり。不穏時リスペリドン内用液（1）1T内服する。拘束帯からのすり抜けあるも再拘束に拒否無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～表情の硬さはみられるも対面時妄想言動や不穏さなし。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・斎藤　恒男様～ホールにて過ごされている。不調訴えや問題行動なし。10/27　14：00措置消退の面談予定。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・三浦　華菜様～10/21身体拘束解除となったが、トイレにて縊首しようとする行動化が再びあり10/22　20:30身体拘束開始となっている。拘束後は、希死的言動はないが経過観察中。精神状態の安定と措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。
					
